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中小企業を活性化し、日本を元気に！
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よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。

月号

表紙の写真にスマホやタブレットをかざすと

ARアプリ「COCOAR２」のダウンロード方法は
P2をご覧ください

AR動画が見られます！



Message 福岡同友会へ

はみだし
レ ポ ート

今月の表紙

　毎年１月３日に行なわれる筥崎宮（福岡市
東区）の玉取祭は、別名「玉せせり」といわ
れています。全国に知られる祭りで、今から
５００年前の室町時代に始まったとされてい
る筥崎宮の神事です。
　300人の競り子は玉の争奪戦をくり広げ
ながら楼門に待つ神職の手に玉を納め、陰
陽の玉が揃って神前に納まれば神事は終了
です。
　陸組と浜組に別れた玉の争奪戦は、陸組
が玉を納めれば豊作、浜組が納めれば豊漁
といわれています。

撮影・文／ 富谷正弘（玄海支部）
　　　 　 株式会社ココスイメージ

　

古
川
さ
ん
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
何
事
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
を
積
極
的
に
実
践
さ
れ
て
い
る
方
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

同
友
会
で
は
、
博
多
支
部
長
と
し
て
様
々
な
取
り
組

み
を
実
践
し
、
福
岡
地
区
会
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
に

開
物
成
務
塾
を
立
ち
上
げ
、
1
0
0
回
を
超
え
る
勉
強

会
を
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
自
社
で
は
印
刷
・
Ｗ
ｅ

ｂ
制
作
の
他
に
販
促
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
様
々
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
川
さ
ん
と
は
、
私
が
入
会
し
た
翌
年
の
2
0
0
5

年
度
に
博
多
支
部
広
報
部
会
で
、
古
川
さ
ん
が
副
支
部

長
、
私
が
部
会
長
で
博
多
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

や
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
の
開
催
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
時
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
会
（
Ｄ
Ｈ
バ
ッ
ド
マ
ン
ズ
）

が
あ
り
、
古
川
さ
ん
が
監
督
、
私
は
打
率
が
０
に
近
い

指
名
打
者
で
、
試
合
で
は
勝
利
し
た
記
憶
が
あ
ま
り
な

い
部
会
だ
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
十
数
年
経
ち
、
古
川
さ
ん
が
2
0
1
7
年

度
博
多
支
部
長
に
選
出
さ
れ
た
際
、
副
支
部
長
の
指
名

代表取締役  倉門  幸信 
システム・アシスト有限会社

 （博多支部）

SCAN！！

表紙の写真に
スマホやタブレットをかざすと

AR動画が見れます！
❶ARアプリ「COCOAR２」を
スマホやタブレット端末にダウ
ンロード（無料）

❷「COCOAR２」を起動し、表
紙をスキャンし、読み込んでみま
しょう。認識すると自動でコンテ
ンツが流れます。

App Store

COCOAR2 検索
Google Play Store

を
い
た
だ
き
、
古
川
支
部
長
の
下
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

積
極
的
で
は
な
か
っ
た
経
営
力
向
上
・
経
済
交
流
ブ
ロ
ッ

ク
の
担
当
副
支
部
長
と
し
て
、
経
営
指
針
書
成
文
化
の

推
進
・
支
部
内
の
B
to
B
の
活
性
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

経
営
者
と
し
て
の
実
力
を
高
め
、
中
小
企
業
だ
か
ら

こ
そ
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
、
効
率

的
に
仕
事
を
進
め
て
い
く
工
夫
を
行
え
ば
、
ど
ん
な
環

境
下
で
あ
っ
て
も
成
長
し
て
い
く
と
い
う
古
川
支
部
長

の
想
い
が
着
々
と
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
支
部
長
と
自
社
経
営
の
両
立
っ
て
大
変
な
の
で

は
？
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
会
社
が
大
変
で

順
風
満
帆
で
な
く
て
も
、
で
き
な
い
理
由
を
言
う
の
で

は
な
く
、
で
き
る
方
法
を
考
え
る
と
い
う
姿
勢
を
持
つ

こ
と
、
あ
と
は
や
る
の
か
や
ら
な
い
の
か
、
決
断
す
る

の
は
自
分
自
身
だ
と
古
川
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
の
博
多
支
部
方
針
で
も
あ
る
「
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
」
が
古
川
さ
ん
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
か
？
興
味
で
も
あ
り
、

期
待
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今月の自立型企業づくり

有限会社ニッコー・ネット

古川　淳一 氏
代表取締役

 （博多支部）

　平成３１年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　昨年の九州経済を振り返りますと、生産は主力の自
動車や半導体関連が旺盛な海外需要に支えられ高い水
準で推移しました。個人消費も株高やインバウンドの増
加等を背景に堅調に推移するなど、総じてみれば、緩
やかに改善した一年でした。
　一方で、地域の中小企業は、「経営者の高齢化」、「人
手不足」、「人口減少」という３つの構造変化に直面し、
経営環境は厳しさを増しております。特に事業承継問題
は地域経済を揺るがしかねない喫緊の課題となっており
ます。また、ＩoＴやＡＩの導入・実装等による生産性革
命を推進することにより、企業の競争力を強化し、地域
経済を支える産業をしっかりと守っていく必要があります。
　このような変化に対応するため、九州経済産業局では、
１０年間を事業承継の集中実施期間と位置づけ、後継
者マッチング支援に加え、承継前の準備から承継後の
チャレンジまで切れ目のない支援に取り組んでおります。
また、中小企業の設備投資やＩＴ投資の促進を通じた
生産性の向上、若者や女性、シニアとのマッチング・定
着支援による多様な人材確保、さらには、ＢＣＰ策定
支援による強靱化対策などに取り組むこととしており、引
き続きこれらの中小企業施策にご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
　一般社団法人福岡県中小企業家同友会におかれまし
ては、日頃から地域に密着した経営者間の交流を通じ、
共に学び、共に成長を目指すことにより、会員企業の経
営強化や地域経済の発展に多大な貢献をされておられ
ます。今後とも直面する様々な課題を克服し、「よい会
社」、「よい経営者」、「よい経営環境」の実現に向け、
地域の中小企業の振興・発展のためご活躍されますこと
を祈念申し上げます。

　謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。
一般社団法人福岡県中小企業家同友会におかれまして
は「自主・民主・連帯」の精神で、中小企業経営者の
皆様が学び合う異業種交流の会として、本県中小企業
の振興や地域経済の発展に大きく貢献いただいておりま
す。役員ならびに会員の皆さまのご熱意、ご尽力に対し、
厚くお礼を申し上げます。
　本県の人口もいずれ減少に転じると予測されており、
それぞれの地域をいかに元気にしていくかという地方創
生が大きな課題になります。この地方創生を実現し、本
県経済を拡大させていくためには、県内雇用の約８割
を担い、本県経済の発展と活力の原動力である中小企
業の皆様にもっともっと元気になっていただく必要があり
ます。
　本県では、「福岡県中小企業振興条例」（平成２７年
１０月制定）と「福岡県中小企業振興基本計画」（平成
２８年３月策定）に基づき、県内４地域の、「地域中小
企業支援協議会」において、地域の力を結集して、中
小企業の皆様を、その事業環境や成長段階に合わせ、
きめ細かく支援しております。
　また、今日、中小企業経営者の高齢化に伴い、「事
業承継」が極めて重要な課題となっております。そのた
め、昨年５月、県と関係機関で「福岡県事業承継支援
ネットワーク」を設立し、経営者の意識変革から具体
的な事業承継まで一貫した支援を始めたところです。
　今後とも、中小企業の皆様の成長、発展を応援して
まいりますので、ご理解、ご協力の程、よろしくお願い
いたします。最後に、本年１年の皆様のご多幸とご健康
を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。

九州経済産業局  産業部長福岡県商工部長

中
なかはら

原  信
のぶたか

隆 氏岩
いわなが

永  龍
りゅうじ

治 氏

私が古川さんを
ご紹介します

同友会　３つの目的
よい会社をつくろう よい経営者になろう よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と
知識を交流して、企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつく
ることをめざします。

同友会は、中小企業家が自主的な努力に
よって、相互に資質を高め、知識を吸収し、
これからの経営者に要求される総合的な
能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中
小企業をとりまく社会・経済・政治的な環境を
改善し、中小企業の経営を守り安定させ、日
本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします。
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this month's feature

　

舩
木　
　

F
A
S
T
は
、「
商
品
開
発
」「
販

路
開
拓
」「
産
官
学
連
携
」「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
な
ど
企
業
の
「
も
の
づ
く
り
」「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
小
企
業
で
は
、
人
・
物
・
金

の
経
営
資
源
が
弱
く
、
特
に
最
近
の
人
手
不
足

の
深
刻
化
も
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
発
展
さ

せ
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弁
理
士
の
視
点
か
ら
、
中
小
企
業
が
こ
れ
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
発
展
さ
せ
る
に
は
、
ど
の

よ
う
な
方
向
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

羽
立　
　

知
的
財
産
の
専
門
家
の
立
場
で

私
見
を
お
伝
え
す
る
と
、
ま
ず
、
オ①

ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性
の
変
化
を
正
し

く
認
識
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
以
前
の
自
社
単
独
で
の
開
発
ス
ピ
ー

ド
問
題
、
開
発
コ
ス
ト
問
題
等
を
補
う
面
か

ら
の
産
学
官
連
携
等
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
よ
り
は
、
共
創
（Co-

Creation

）
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア②

イ
デ

ア
ソ
ン
や
ハ③

ッ
カ
ソ
ン
な
ど
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
ア
イ
デ
ア
出
し
自
体
の
強

化
か
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
る
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
と
し
て
も
、
先
が
見
え
難
く
な
っ

て
い
る
状
況
の
中
で
は
、
事
業
計
画
よ
り
も

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
よ
り

も
事
業
構
想
と
い
う
よ
う
に
、
顧
客
が
真
に

困
っ
て
い
る
あ
る
い
は
必
要
と
し
て
い
る
課

題
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
出
し
と
い
う
基
本
的

な
と
こ
ろ
の
重
要
度
が
増
し
て
き
て
、
多
く

の
周
り
の
知
恵
が
必
要
と
考
え
る
の
は
と
て

も
自
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

商
品
開
発
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
か
？
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
デ④

ザ
イ

ン
思
考
も
含
め
て
）

　

ニ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
把
握
の
難
し
さ

は
増
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、
開
発

力
と
販
売
力
の
両
者
を
合
わ
せ
て
強
化
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
、
マ⑤

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
4.0
（
自
己
実
現
）
と
も
言
わ

れ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
3.0
（
顧
客
価
値
）
と

い
う
大
き
な
変
化
か
ら
さ
ら
に
次
の
段
階
に

入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
Ｂ
to 

Ｃ
で
は
、

そ
の
複
雑
さ
が
増
し
て
い
る
こ
と
が
現
場
感

覚
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

下⑥

記
の
図
（
P.5
下
側
）
は
、
私
が
そ
の
重

要
性
を
伝
え
る
た
め
に
５
年
ほ
ど
用
い
て
き

た
も
の
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
キ
ャ
ン
バ

ス
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
開
発
側
と
販
売
側
と

が
真
ん
中
に
あ
る
顧
客
価
値
の
た
め
に
連
携

す
る
こ
と
を
表
し
つ
つ
、
戦
略
論
と
し
て
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
け
で
な
く
組
織
論
へ
も

展
開
さ
せ
た
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の
に
修

正
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

知
的
財
産
的
に
は
、
特
許
、
商
標
等
の
産

業
財
産
権
だ
け
で
な
く
営
業
秘
密
な
ど
の
重

要
性
も
高
ま
っ
て
お
り
、
特
に
営
業
秘
密
に

関
し
て
は
「
技
術
上
の
営
業
秘
密
」
と
「
営

業
上
の
営
業
秘
密
」
が
あ
っ
て
、
図
で
は
そ

れ
ら
の
融
合
に
つ
い
て
も
表
す
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

3.0
（
顧
客
価
値
）
を
踏
ま
え
つ
つ
、
組
織
と

い
う
こ
と
も
実
効
性
も
見
落
と
さ
な
い
よ
う

に
し
な
が
ら
、「
営
業
秘
密
と
い
う
知
的
財

産
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
と
の
関
係
も

踏
ま
え
た
商
品
開
発
作
り
の
重
要
性
を
表
せ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
商
品
開
発
の
手
法
と
し
て
も

多
く
の
方
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

知
的
財
産
目
線
で
見
る
と
開
発
側
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン

思
考
が
あ
れ
ば
ニ
ー
ズ
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
昨
年
度
、

J

⑦oint-IFF

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
×
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
×
知
的
財
産
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う

と
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取
り
組
み
が
福

岡
で
起
こ
り
ま
し
た
。「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
と

「
知
的
財
産
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
取
り
組
ん

だ
と
い
う
意
味
で
は
、
私
が
知
る
限
り
、
世

界
初
、
少
な
く
と
も
日
本
初
の
取
り
組
み
だ

と
思
い
ま
す
。
以
下
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
土
台
に
な
っ
て
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
至

っ
て
い
る
こ
と
も
お
話
を
し
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
出
し
自
体
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

と
の
お
話
で
す
が
、
次
に
進
む
と
し
た
ら
ど
の

よ
う
な
ア
イ
デ
ア
出
し
の
方
法
が
あ
り
ま
す

か
？

　

知
的
財
産
は
、
独⑧

占
排
他
権
で
考
え
れ
ば

ま
ず
は
訴
訟
対
応
な
ど
が
重
要
に
な
り
ま
す

が
、「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
と
「
知
的
財
産
」

と
の
関
係
の
深
堀
り
を
し
て
き
た
私
に
と
っ

て
は
、
昨
年
度
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
上

記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
の
専
門
家
と
接
し
て
、「
創

造
」
の
重
要
性
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
特

許
情
報
を
上
手
く
使
え
ば
、
デ
ザ
イ
ン
思
考

で
重
要
と
さ
れ
る
固
定
概
念
や
既
成
概
念
を

外
す
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
至
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
ご
一
緒
し
た
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
の

専
門
家
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
秘
密
の
近

道
」
に
な
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
感

覚
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
実
際
に
使
え

る
か
と
考
え
る
と
、
検⑨

索
ノ
イ
ズ
問
題
が
大

き
な
壁
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
持

ち
も
す
ぐ
に
湧
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
知

財
の
プ
ロ
と
し
て
権
利
化
や
侵
害
裁
判
を
意

識
す
る
と
検
索
ノ
イ
ズ
は
極
力
減
ら
し
た
い

と
い
う
固
定
観
念
を
外
す
こ
と
が
で
き
、
創

造
に
特
許
情
報
を
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
検
索

ノ
イ
ズ
が
発
生
す
る
こ
と
を
マ
イ
ナ
ス
で
は

な
く
プ
ラ
ス
に
捉
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
思
考

に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
う

な
る
と
、
特
許
庁
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

J

⑩-PlatPat

の
他
、
概⑪

念
検
索
の
ツ
ー
ル
も
、

ア
イ
デ
ア
出
し
の
た
め
の
き
っ
か
け
に
な
り

得
る
ネ
タ
が
沢
山
集
ま
っ
た
も
の
に
ア
ク
セ

ス
し
て
検
索
で
き
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、

宝
探
し
の
イ
メ
ー
ジ
で
取
り
組
め
る
か
も
し

れ
な
い
と
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

な
お
、
概
念
検
索
は
、
い
わ
ゆ
る
キ
ー
ワ

ー
ド
検
索
で
は
な
く
、
文
章
等
か
ら
概
念
と

し
て
検
索
を
か
け
る
も
の
で
、
検
索
エ
ン
ジ

ン
は
A
I
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

特
許
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
権
利
取
得
の
た

め
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ア
出
し
の
た
め
に
活
用

す
る
と
は
？

　

デ
ザ
イ
ン
思
考
で
は
多
く
の
人
間
が
一
緒

に
多
数
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
形
を
と
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
間
同
士
で
の
ア

イ
デ
ア
出
し
で
は
な
く
、
人
間
と
検
索
エ
ン

ジ
ン
と
の
間
で
対
話
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
。
A
I
化
も
進
ん
で
い
る
と
聞
く
と
、

自
身
の
頭
で
考
え
て
創
造
す
べ
き
答
え
が
ポ

notes

①
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

企
業
や
大
学
・
研
究
機
関
、
起
業
家
な
ど
、
外
部

か
ら
新
た
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
募
集
・
集
約
し
、

革
新
的
な
新
製
品
（
商
品
）・
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た

は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
開
発
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
。
社
内
資
源
に
依
存
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
枠
組
み

を
超
え
る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す

る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
。
異
業
種
間
の
交
流
や

大
企
業
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
共
同
研
究
開
発

な
ど
が
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

②
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

ア
イ
デ
ア
（Idea

）
と
マ
ラ
ソ
ン
（M

arathon

）

を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
、
あ
る
特
定
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
多
様
性
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、

対
話
を
通
じ
て
新
た
な
ア
イ
デ
ア
創
出
や
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
な
ど
を
短

期
間
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
。

③
ハ
ッ
カ
ソ
ン

ハ
ッ
ク
（H

ack

）
と
マ
ラ
ソ
ン
（M

arathon

）

を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
タ
ー

な
ど
が
チ
ー
ム
を
作
り
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
持

ち
寄
り
、
短
期
間
（
1
日
～
1
週
間
程
度
）
に

集
中
し
て
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
開
発
し
、
成
果
を
競
う
開
発
イ

ベ
ン
ト
の
こ
と
。

④
デ
ザ
イ
ン
思
考

デ
ザ
イ
ン
に
必
要
な
考
え
方
と
手
法
を
利
用
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
。

ビ
ジ
ネ
ス
視
点
の
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
で
は

な
く
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
的
視
点
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
思
考
で
問
題
を
解
決
す
る
。

⑤
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
4.0

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
神
と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
コ
ト
ラ
ー
教
授
に
よ
っ
て
2
0
1
4
年
に

提
唱
さ
れ
た
概
念
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
1.0
は
製

品
中
心
主
義
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
2.0
：
消
費
者

志
向
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
3.0
は
顧
客
主
導
。
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
4.0
は
自
己
実
現
。
顧
客
の
自
己
実

現
欲
に
訴
え
か
け
る
手
法
。
企
業
の
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
顧
客
に
「
自
分
の
理
想
像
」

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

⑥
下
記
の
図

製造部隊
付加価値

営業部隊
付加価値

リーンキャンバス（事業構想） ビジネスモデルキャンバス（ビジネスモデル）

ＫＰ

Ｃ＄（コスト構造）

「起業の科学 スタートアップサイエンス」より作成

製品 市場
Ｒ＄（収益の流れ）

ＫＲ
（リソース）

ＣＨ
（チャネル）

ＫＡ
（主要活動）

ＶＰ
（価値提案）

ＣＲ
（顧客との関係）

ＣＳ
課題

発明の
課題
（目的）

発明の
効果

発明の
手段
（構成）

権利化

コスト構造 収益の流れ
主要指標 チャネル

ソリュー
ション

独自の
価値提案

圧倒的な
優位性

顧客
セグメント （

パ
ー
ト
ナ
ー
）

（
顧
客
セ
グ
メ
ン
ト
）

機能ＵＰ ニーズ対応▼ ▼

連携

特
許
情
報
を
上
手
く
使
え
ば
、

固
定
概
念
や
既
成
概
念
を
外
す
こ
と
に
も

繋
が
る
の
で
は
な
い
か

　企業連携推進委員会FASTの9月例会では、羽立幸司さん（知的財産綜合事務所NEXPAT ）に「アイデアの
宝庫を耕して販路開拓」というテーマで、お話いただきました。平成27年にシステムが一新された特許デー
タベースなどを使って、眠ったままの技術情報や特許情報の考え方を、ビジネスモデル・事業構想の視点を
意識しながら中小企業でも学び活用する方法という内容です。
　今回の特集では、なぜビジネスモデルや事業構想と特許情報データベースを結びつけることが重要なの
かを中心に、羽立先生にお話を聞きました。

舩
ふなき

木　治
おさむ

　サン・フカヤ有限会社　×　羽
はだて

立  幸
こうじ

司　知的財産綜合事務所NEXPAT

ビジネスモデルや事業構想と
特許情報データベースを結びつける
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this month's feature

　

古
川
さ
ん
は
昭
和
37
年
福
岡
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
大
学
卒
業
後
、
大
手
化
粧
品
会
社
カ

ネ
ボ
ウ
に
就
職
し
ま
す
。
父
親
は
広
告
写
真

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
父
親
に
請
わ
れ

て
、
7
年
務
め
た
カ
ネ
ボ
ウ
を
退
社
し
、
実

家
に
戻
り
ま
す
。
時
あ
た
か
も
デ
ジ
タ
ル
の

波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
頃
で
し
た
。
売
上
は

下
降
線
を
た
ど
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
下
請
け

体
質
か
ら
脱
却
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

　

古
川
さ
ん
は
営
業
が
得
意
で
し
た
が
、
経
営

の
こ
と
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

知
り
合
い
を
通
じ
て
同
友
会
の
存
在
を
知
り
、

経
営
の
勉
強
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
即
入
会

し
ま
し
た
。
平
成
5
年
の
こ
と
で
す
。

　

入
会
し
て
す
ぐ
に
志
賀
島
セ
ミ
ナ
ー
（
現

在
の
経
営
指
針
作
成
セ
ミ
ナ
ー
の
前
身
）
を

受
講
（
28
期
）
し
、
自
社
分
析
の
方
法
や
経

理
の
数
字
の
見
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
先
輩

の
指
導
で
経
営
指
針
作
成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
時
策
定
し
た
経
営
理
念
は
『
可
能

性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』。「
い
ま
思
い
出
し
て
も

八
方
ふ
さ
が
り
の
感
じ
が
出
て
い
ま
す
ね
。

根
性
論
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
」
と
苦
笑

い
し
ま
す
。

　

そ
の
後
古
川
さ
ん
は
、
広
告
写
真
だ
け
の

業
務
か
ら
、
関
連
す
る
業
務
、
印
刷
物
な
ど

へ
広
が
り
を
画
策
し
ま
す
。
当
時
と
し
て
は

一
足
早
く
Ｄ
Ｔ
Ｐ
（
今
で
は
当
た
り
前
に
な

っ
た
が
パ
ソ
コ
ン
で
デ
ザ
イ
ン
か
ら
印
刷
デ

ー
タ
を
作
る
ま
で
の
工
程
）
の
取
り
組
み
に

励
み
ま
す
。「
下
請
け
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し

て
も
が
い
て
い
ま
し
た
」

ン
と
出
て
く
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ

う
な
ア
イ
デ
ア
は
良
し
悪
し
を
問
わ
ず
誰
で

も
簡
単
に
手
に
入
る
レ
ベ
ル
な
の
で
、
私
が

想
定
し
て
い
る
人
間
し
か
で
き
な
い
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
ア
イ
デ
ア
と
い
う
位
置
付
け
と

は
違
う
も
の
と
認
識
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う

が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

対
話
に
つ
い
て
は
、
単
に
技
術
的
な
ア
イ

デ
ア
出
し
を
純
粋
に
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

発
明
と
い
う
技
術
的
思
想
が
「
目
的
（
課

題
）」「
構
成
（
手
段
）」「
効
果
」
で
捉
え
ら

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
事
業
構
想
と

い
う
段
階
に
お
い
て
も
、
顧
客
の
「
課
題
」

が
重
要
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
発
明
の

「
目
的
（
課
題
）」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と

に
し
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
も
、「
目
的
（
課

題
）」
と
い
う
こ
と
を
前
に
出
し
た
も
の
に
し

ま
し
た
。
詳
し
い
説
明
は
別
の
機
会
に
お
話

し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、「
効
果
」
は
特

許
化
に
お
け
る
進
歩
性
に
限
ら
ず
、
技
術
の

強
み
を
技
術
目
線
か
ら
顧
客
目
線
に
翻
訳
す

る
こ
と
で
ブ⑫

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
繋
が
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
事
業
構
想
の
視

点
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
？

　

特
許
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
権
利
取
得
の

た
め
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ア
出
し
の
た
め
に

活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
そ
の

後
に
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
い
く
と
、
概
念
検

索
を
創
造
支
援
に
使
う
と
い
う
発
想
は
既
に

あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
が
、
普
及
し
て

い
な
い
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
何
か
課

題
が
あ
る
と
い
う
捉
え
方
を
し
ま
し
た
。

　

私
な
り
の
解
釈
は
、
出
口
を
ど
こ
に
定
め

て
い
る
か
だ
と
い
う
よ
う
に
結
論
付
け
ま
し

た
。
権
利
化
で
き
る
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
す
る

と
ア
イ
デ
ア
出
し
は
技
術
で
留
ま
る
話
に
な

り
ま
す
が
、
事
業
の
成
功
を
ゴ
ー
ル
に
捉
え

れ
ば
、
商
品
設
計
（
ニ
ー
ズ
把
握
）
の
他
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
設
計
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
時
間
的
に
将
来
に
向
か

っ
て
繋
が
っ
て
事
業
計
画
は
で
き
あ
が
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
は
、
事
業
計
画⇒
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
キ

ャ
ン
バ
ス（
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
）⇒
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
バ
ス（
事
業
構
想
）⇒

発
明
と
い
う
よ
う

に
、
技
術
だ
け
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
出

口
を
事
業
で
の
成
功
に
ち
ゃ
ん
と
位
置
付
け

た
う
え
で
発
明
と
捉
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
許
出
願
に
至
る
か
は
別

に
し
て
も
、
仕
事
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
で

も
、
A
I
化
が
進
む
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
頼
り

な
が
ら
で
も
、
創
意
工
夫
を
す
る
こ
と
の
習

慣
化
が
進
め
ば
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材

が
増
え
、
人
材
と
い
う
リ
ソ
ー
ス
の
底
上
げ

が
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
大
き
な
も
の
と
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
材
の
創
意
工
夫
す
る
能
力
の
底
上
げ
に

つ
い
て
で
す
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
職

場
環
境
は
、
A
I
化
が
進
む
中
で
は
、
経
営

側
と
し
て
は
欲
し
い
人
材
が
集
ま
り
や
す
く

な
っ
て
く
る
と
い
う
方
向
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
視
点
か
ら

の
「
目
的
」、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
視
点
か
ら
の

「
効
果
」
に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
が
、
検
索

を
通
じ
て
多
く
の
「
構
成
（
手
段
）」
に
触
れ

て
い
く
こ
と
は
、
他
者
の
権
利
の
状
況
も
知

る
こ
と
に
な
っ
て
回
避
対
策
を
講
じ
る
対
応

が
で
き
れ
ば
権
利
侵
害
で
訴
え
ら
れ
る
リ
ス

ク
を
小
さ
く
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
他
者
と
の
関
係
が
対

立
す
る
関
係
又
は
手
を
組
む
べ
き
関
係
か
な

ど
の
戦
略
を
組
み
立
て
る
う
え
で
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
副
次
的
に
は
、
事
業
に

使
え
る
休
眠
特
許
と
い
う
宝
く
じ
に
当
た
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ

と
で
、
検
索
を
創
造
に
是
非
使
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

⑦Joint-IFF

公
益
財
団
法
人 

九
州
先
端
科
学
技
術
研
究

所
。
北
部
九
州
に
あ
る
３
つ
の
産
業
支
援
機
関

（FA
IS

・
ふ
く
お
かIST

・ISIT

）
の
連
携
体
。

⑧
独
占
排
他
権

特
許
発
明
の
実
施
を
独
占
し
て
、
他
人
の
実
施
を

排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
の
こ
と
。

⑨
検
索
ノ
イ
ズ

例
え
ば
「
東
京
都
」
と
い
う
単
語
に
は
「
京
都
」

と
い
う
単
語
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。「
京
都
」
で

検
索
し
た
場
合
に
「
東
京
都
」
と
書
い
て
あ
る

文
書
も
検
索
結
果
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
、
そ
の

よ
う
な
現
象
。

⑩J-P
latP

at

特
許
庁
が
登
録
済
み
の
商
標
を
公
開
し
て
い
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
商
標
権
が
発
生
し
て
い
る
登

録
商
標
以
外
に
も
、
商
標
権
が
発
生
す
る
前
の

登
録
出
願
中
の
商
標
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
既

に
他
人
に
同
じ
範
囲
の
登
録
商
標
を
取
ら
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
後
か
ら
出
願
し
た
と
し
て
も

審
査
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
先
行

登
録
商
標
を
検
索
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か

ら
権
利
申
請
す
る
商
標
が
審
査
に
合
格
で
き
る

か
ど
う
か
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
誰

で
も
出
願
前
に
検
索
で
き
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
特
許
庁
の
開
い
て
い
な
い
時

間
帯
で
あ
っ
て
も
無
料
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑪
概
念
検
索

情
報
検
索
の
手
法
で
、
概
念
が
類
似
す
る
情
報

を
検
索
す
る
。
概
念
検
索
を
利
用
す
る
と
、
簡

単
な
質
問
文
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
目
的
と

す
る
特
許
が
ズ
バ
リ
検
索
さ
れ
る
。

⑫
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

ユ
ー
ザ
ー
に
共
通

の
イ
メ
ー
ジ
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
。 

ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
実
施
し
、
市
場
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
価
値
を
認
識
し
て
も
ら
い
、 

ユ
ー
ザ
ー
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下
請
け
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
て

ＪＲ南福岡駅

西鉄雑餉隈駅 セブンイレブンセブンイレブン

マックスバリューマックスバリュー
福岡銀行福岡銀行

西日本シティ銀行西日本シティ銀行至博多駅至博多駅

至天神至天神

至二日市至二日市

至二日市至二日市

筑
紫
通
り

筑
紫
通
り

銀
天
町
商
店
街

（
ア
ー
ケ
ー
ド
）

銀
天
町
商
店
街

（
ア
ー
ケ
ー
ド
）

博多南
郵便局
博多南
郵便局

㈲ニッコー・ネット

有
限
会
社
ニ
ッ
コ
ー
・
ネ
ッ
ト

古
川　

淳
一 

氏

博
多
支
部

代
表
取
締
役

博
多
支
部
の
熱あ
つ
お男

・
古
川
淳
一
さ
ん
が

仕
事
そ
し
て
同
友
会
活
動
に
お
け
る

熱
い
思
い
を
取
材
し
ま
し
た
。

有限会社ニッコー・ネット
2000年6月
福岡市博多区麦野6-5-2
092-402-2093
4名
http://www.nikko.net
広告企画デザイン・セールス
プロモーション。パソコン活
用支援・トラブル解消。

創 業
住 所
電 話
従業員数
HP-URL
事業概要

取
　
　
材
　
広
報
部
　
　
　

文
章
担
当
　
菅
原
　
　
弘（
東
支
部
）　
　
　

写
　
　
真
　
富
谷
　
正
弘（
玄
海
支
部
）

21 世紀型 自立型企業づくり

中
小
企
業
を

活
性
化
し
、

日
本
を
元
気
に
！
　

～
成
果
優
先
の
広
告
制
作
～

技
術
だ
け
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、

出
口
を
事
業
成
功
に
位
置
づ
け
た
う
え
で
の

発
明
と
捉
え
る

notes
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っ
て
い
ま
す
。

　

起
業
家
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
資
金
繰
り
ま

で
セ
ッ
ト
に
し
て
、
そ
の
名
も
『
起
業
家
を

助
け
る
販
促
に
特
化
し
た
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
』

で
経
営
革
新
の
認
定
を
取
り
ま
し
た
。
Ｆ
Ｂ

に
ア
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ
、
さ
っ
そ
く
引
き
合

い
が
来
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
古
川
さ
ん
の
活
動
の
情
報
源
は

同
友
会
の
『
開
物
成
務
塾
』
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
塾
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
第
4
月
曜

日
に
産
・
官
・
学
・
金
の
連
携
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
主
体
の
勉
強
会
で
新
商
品
開
発
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
成
功
事
例
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

博
多
支
部
長
と
し
て

　

古
川
さ
ん
は
満
を
持
し
て
支
部
長
の
任
に

就
き
ま
し
た
。
つ
ね
づ
ね
考
え
て
い
た
活
動

の
具
体
的
実
践
で
す
。「
仕
事
と
同
じ
で
、
社

員
満
足
な
ら
ぬ
会
員
満
足
を
高
め
る
組
織
作

り
に
着
手
し
ま
し
た
」

　

ま
ず
経
営
力
向
上
の
た
め
に
同
友
会
の
最

大
の
特
徴
で
あ
る
経
営
指
針
書
作
成
お
よ
び

実
践
を
掲
げ
ま
し
た
。
次
に
同
友
会
の
商
品

つ
ま
り
例
会
の
充
実
で
す
。
さ
ら
に
支
部
三

役
を
巻
き
込
ん
だ
運
営
で
す
。
役
員
に
は
会

歴
の
若
い
会
員
さ
ん
を
起
用
し
て
活
性
化
を

図
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
開
催
し
た
の
が
、
支

部
内
に
お
け
る
経
済
交
流
の
促
進
で
す
。
経

済
交
流
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
命
名
し
、
支
部
内

の
会
員
企
業
か
ら
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入

し
た
会
員
さ
ん
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
け
る
方
式

で
す
。「
モ
ノ
を
買
う
と
い
う
こ
と
は
相
手
を

よ
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
経
済
交

流
お
よ
び
会
員
交
流
が
生
れ
ま
す
。
そ
の
よ

い
循
環
が
会
員
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
会
員
向
け
に
は
、『
新
会
員
ア

カ
デ
ミ
ー
』
と
称
し
て
同
友
会
の
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
」

  「
入
り
込
み
過
ぎ
で
す
！
」

　
「
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
、
同
友
会
の
会
員
さ
ん

か
ら
も
『
古
川
さ
ん
、
入
り
込
み
過
ぎ
で
す

!
』
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
一
度
取

り
組
み
が
始
ま
る
と
、
他
人
事
と
は
思
え
な

く
な
っ
て
し
ま
う
性
質
で
、
一
緒
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
し

ま
う
ん
で
す
ね
。
採
算
度
外
視
で
（
笑
）。
同

友
会
活
動
も
し
か
り
で
す
。
こ
れ
は
創
業
時

の
た
い
へ
ん
な
時
期
に
同
友
会
の
人
に
助
け

て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今

度
は
私
が
恩
返
し
す
る
番
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
人
に
教
え
る
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
自
分
が
吸
収
し
た
こ
と
を
み
な
さ

ん
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
」
と
同
友
会
の
熱
男
は
語
る
の
で
し
た
。

思
い
は
現
在
の
経
営
理
念
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
『
中
小
企
業
を
元
気
に
し
、
そ
し
て
そ
こ
で

働
く
人
を
豊
か
で
幸
せ
に
す
る
』

  

自
立
型
企
業

　

取
材
の
最
後
に
古
川
さ
ん
が
考
え
る
自
立

型
企
業
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
お
客
様
を
自
社
の
力
で
作
り
た
い
と
き
に

作
り
た
い
だ
け
作
っ
て
い
け
る
会
社
で
し
ょ

う
か
。
一
社
の
比
重
が
多
く
な
っ
て
は
売
上

が
左
右
さ
れ
安
定
し
ま
せ
ん
。
売
上
の
適
正

な
確
保
と
社
内
の
対
応
能
力
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
り
、
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
ベ
ス
ト

な
状
態
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
」
と

締
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

㈲
ニ
ッ
コ
ー
・
ネ
ッ
ト
立
ち
上
げ

　

平
成
12
（
2
0
0
0
）
年
、
父
親
の
逝
去

に
伴
い
会
社
を
閉
鎖
し
、
㈲
ニ
ッ
コ
ー
・
ネ

ッ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
社
名
の
由
来
は
、

父
親
の
会
社
「
日
光
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
」
か

ら
「
日
光
」
を
引
き
継
ぎ
、
来
た
る
べ
き
ネ

ッ
ト
時
代
に
対
応
す
る
と
い
う
思
い
で
名
づ

け
ま
し
た
。「
太
陽
は
私
た
ち
の
命
の
根
源
で

あ
り
、
わ
た
し
た
ち
を
照
ら
し
続
け
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
存
在
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
付
け
ま
し
た
。
父
親
の
形
見
仕

事
と
し
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
用
の
『
唐
津
く
ん

ち
』
の
写
真
は
、
今
で
も
続
け
て
い
ま
す
」

　

㈲
ニ
ッ
コ
ー
・
ネ
ッ
ト
は
初
め
か
ら
軌
道

に
乗
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
印
刷
物

は
価
格
競
争
の
激
化
で
値
崩
れ
し
て
い
ま
す
。

古
巣
の
カ
ネ
ボ
ウ
と
取
引
を
始
め
ま
し
た
が
、

一
社
に
対
す
る
依
存
度
が
高
く
、
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
が
ず
っ
と
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
近
所
の
郵
便
局
か
ら
名
刺
印

刷
の
注
文
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
郵

政
公
社
に
切
り
替
わ
る
時
期
だ
っ
た
の
で
す
。

「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
当
時
全
国
に

３
万
局
あ
っ
た
郵
便
局
の
5
千
局
に
Ｄ
Ｍ
を

出
し
て
み
ま
し
た
。
送
っ
た
ハ
ガ
キ
が
そ
の

ま
ま
申
し
込
み
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
返
信
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は

大
当
た
り
で
「
2
カ
月
間
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
鳴
り

っ
ぱ
な
し
で
し
た
」。
支
払
い
も
お
客
様
が
勤

務
先
で
支
払
い
で
き
る
よ
う
郵
便
為
替
で
行

い
ま
し
た
。
い
た
る
と
こ
ろ
工
夫
満
載
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
現
在
で
は
競
合
他
社
の
出

現
で
ひ
と
こ
ろ
の
売
り
上
げ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
重
要
な
事
業
の
一
つ
で
す
。

　

自
社
の
業

務
内
容
に
つ

い
て
、
古
川
さ

ん
は
こ
う
説
明

し
ま
し
た
。

　

　
「
大
き
く
分
け
る
と
広
告
業
と
な
り
ま
す
が
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
、
集
客
・
販
売
促
進
な
ど
成
果
優

先
の
チ
ラ
シ
、
Ｄ
Ｍ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

広
告
物
制
作
を
し
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を

出
す
仕
事
で
す
ね
。
現
在
は
、
紙
媒
体
・
ウ

ェ
ブ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
が
事
業
の
柱
と

な
っ
て
い
ま
す
」

  

古
川
さ
ん
の
営
業
ス
タ
イ
ル
は
、
カ
ネ
ボ

ウ
時
代
に
培
わ
れ
た
こ
と
が
基
礎
と
な
り
、

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
提
案
ツ
ー

ル
（
チ
ラ
シ
・
Ｄ
Ｍ
な
ど
）
を
見
せ
て
も
ら

い
、
そ
れ
が
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ル
』

に
則
っ
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
し
ま
す
。
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ル
と
は
、『
誰
に
対
し
て
、

レ
ス
ポ
ン
ス
（
返
答
）
の
た
め
に
何
を
し
て

も
ら
い
た
い
の
か
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
初

め
は
小
さ
く
Ｄ
Ｍ
し
て
結
果
を
見
な
が
ら
次

の
手
を
打
っ
て
い
き
ま
す
。
ダ
イ
レ
ク
ト
・

レ
ス
ポ
ン
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ

る
手
法
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
顧
客
見
込
み
リ

ス
ト
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。
前
述
の
ハ
ガ

キ
の
例
も
そ
の
ル
ー
ル
に
合
致
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
財
務
の
勉
強
を
進
め
、
Ｆ
Ｐ
の
資

格
も
取
得
し
ま
し
た
。
も
っ
ぱ
ら
の
古
川
さ

ん
の
観
点
は
ど
れ
だ
け
効
果
的
に
積
極
的
に

広
告
費
を
か
け
て
い
る
か
、
そ
れ
が
無
駄
な

と
こ
ろ
に
か
け
て
い
な
い
か
確
認
し
て
投
資

対
効
果
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

  

Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
戦
略
と
Ｐ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
戦
略

　

お
客
様
の
商
材
の
特
徴
に
よ
り
紙
媒
体
と

ウ
ェ
ブ
を
効
果
的
に
融
合
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

商
圏
が
狭
い
エ
リ
ア
で
は
紙
媒
体
（
Ｐ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
戦
略
）、
広
い
エ
リ
ア
で
は
ウ
ェ
ブ
（
Ｐ
Ｕ

Ｌ
Ｌ
戦
略
）
が
有
効
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

例
え
ば
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
エ
リ

ア
を
決
め
て
チ
ラ
シ
を
配
り
、
ウ
ェ
ブ
へ
の

誘
導
を
図
り
ま
す
。

　

従
来
の
パ
レ
ー
ト
の
法
則
、
つ
ま
り
『
全

体
を
構
成
す
る
大
部
分
（
80
％
）は
一
部
（
20

％
）
の
要
素
で
生
ま
れ
て
い
る
』
と
い
う
こ

と
を
指
し
ま
す
が
、
ウ
ェ
ブ
の
出
現
で
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ー
と
思
わ
れ
て

い
た
要
素
が
大
部
分
を
生
み
出
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
フ
化
す
る
と
あ
た
か

も
恐
竜
の
長
い
し
っ
ぽ
の
よ
う
で
、『
ロ
ン
グ

テ
ー
ル
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｐ
の
作

成
に
つ
い
て
も
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
ば
か
り
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
業
者
が
多
い
の
で
す
が
、
一
気

に
集
客
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
失
敗
し
ま
す
。

ロ
ン
グ
テ
ー
ル
狙
い
で
、
Ｈ
Ｐ
・
Ｆ
Ｂ
（
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
1
ペ
ー
ジ
で

1
件
集
客
で
き
る
ペ
ー
ジ
を
千
ペ
ー
ジ
作
り

ま
し
ょ
う
と
提
案
し
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
て
お
客
様
は
化
粧
品
業
を
は
じ
め
、

リ
フ
ォ
ー
ム
関
係
な
ど
様
々
な
分
野
に
広
が

21 世紀型 自立型企業づくり

売
上
げ
の
確
保
と
社
内
対
応
能
力
の
向
上
で

お
客
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
会
社
に

中小企業を活性化し、日本を元気に！

社内の様子

会社外観

唐津くんちカレンダーと郵便局の名刺印刷ＤＭ
昨年7月に認定された経営革新計画の承認書

ダ
イ
レ
ク
ト
・
レ
ス
ポ
ン
ス
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
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文章

▲

林田　孝一 氏 　KOHO㈱
写真

▲

瀬戸　正直 氏 　㈱スタジオパッション
　　　　　　　　　　　（福友支部）

広報・情報発信は中小企業の経営課題の一つです。たとえよい商品やサービ
スがあっても、また、よい会社であっても、認知されなければ宝の持ち腐れになっ
てしまいます。今回の広報情報化交流会では、ブログやSNSなどインターネッ
トで情報発信するにあたり、どのようにすれば、文章を読んでもらえるか、また
は印象的な写真になるかを、講師から学びました。そのあと天神の街に出かけ、

「私の天神新発見」というテーマで写真と文字原稿を投稿しました。
参加者の投稿と講師のコメントを紹介します。

天神のお寺で猫。

日向たでまどろんでます。

一緒にまどろみたい

都会の中の静寂空間。

投稿者
㈱角の八女茶　角律子さん（福友支部）

文が4行に分かれていてきれいな「起
承転結」になっていますね。写真の雰
囲気がとてもよく伝わります。

光が差したところに猫がたたずんでい
てとても良いと思います。猫をもう少
し強調するのであれば、猫をもう少し画
面の中央に寄せると良いですね。

色のつき始め

天神・神無月

色づき始めたイチョウの葉の向こうに
バスや歩く人といった天神の街並み
が写っていて、よく雰囲気が出ていま
すね。

文字数はあまりありませんが、雰囲気
がとてもよく伝わりますね。

投稿者
㈱ネットビジョン　吉村至さん（福友支部）

講師

「読みたくなる文章とインスタ映えする写真」

と言う名の勉強会に来た。

勉強後、「私の天神新発見」を投稿するという

ミッションを与えられ歩いてたどり着いた喫茶店

とても良い雰囲気で私の天神新発見

真四角の中に写真を入れる際は被写体を斜
めに入れても良いかもしれません。テーブ
ルやその後ろに写っている背景を意識すると
もっとよくなるかと思います。もしくは、お店
の雰囲気が伝わるように、店内の様子も写
すと良いと思います。

投稿者
㈱Lien　三木千恵美さん（飯塚支部）

天神の真ん中に、ほっと出来る場所がひっそり

と隠れていました。10月の土曜日15時、女性

が二人楽しそうにしていました。仕事でちょっ

と疲れた人にお知らせします。

写真の雰囲気がとてもよく表されている
と思います。「天神の真ん中のほっとでき
る場所。」や「仕事でちょっと疲れた人に。」
といった具合に文の最後を体言止めにす
るなどして工夫するとさらによくなります。

投稿者
福岡リシエ㈱　村田稔さん（福博支部）

瀬戸 正直 氏 林田 孝一 氏
2018年度 広報情報化交流会
「読みたくなる文章と
　 インスタ映えする写真」

10月20日（土）　
GGソーラービルにて開催
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株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
企
画

代
表
取
締
役

倉
本 

明
彦
氏

Akihiko  Kuram
oto

福岡市南区大橋1-20-19　朝日ビル大橋 3階
TEL 092-552-0858    FAX 092-554-1524
https://www.sys-k.co.jp/

わ
が
社
の
イ
チ
オ
シ

お
客
様
に
最
適
な
サ
ー
バ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
、
ク
ラ
ウ
ド
環
境
の
選
定
ア
ド
バ
イ
ス
と
導
入
支
援
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
基
に
し
た
、
低
コ
ス
ト
で
効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
開
発
と
導
入
支
援
。

南支部

コンピュータを通し、中小企業の発展に貢献する。

仕事を通し、人間性と技術力を高め、周りからの信
頼と評価を得る。

経 営 理 念

2018年度第7回理事会議事録
一般社団法人福岡県中小企業家同友会

（一部抜粋）

協議事項

確認・報告事項

組織検討について1
前回に引き続き、代表理事より組織検討について提案があった。

「組織の機能の見直しをするようになったのは、2017年度の方針に基づいて諮問機関を立ち上げ8回の会議を行い、
正副に提起して理事会に提案した。基本的な考え方は、地域と共に歩む中小企業という理念のもとに運動を進めるこ
と、人を生かす経営の実践を強力に推進して企業の成熟度等の学びの体系化を進めること、組織の考え方を統括から
同友会理念を基本とした “自主・自立の組織” への転換を図ることである。」など組織検討の趣旨の説明があった後、
本部・室・委員会、地区、支部について提案された。審議の結果、承認された。

会員及び会員企業の動き

表彰

2

経営者フォーラム委員長および担当副代表理事より第27回経営者フォーラムの開催報告がなされた。
　参加：会員630名、ゲスト103名、会外・県外 60名、合計 793名

経営者フォーラム開催結果1

経営革新計画承認企業 2018 年10月（県29件／うち同友会会員・企業1件）
・㈱グリーンケア　柴口  由喜子 氏（福友支部）
 〈テーマ〉非公開
※ 累計で福岡県全体では6,121件、会員企業は延べ448件

福岡県産業デザイン協議会「第20回福岡デザインアワード」

金　　　賞 ・プティジョリーシリーズ　 ㈱桜坂AZUL　 武　陽子 氏 （南支部）
㈱桜坂AZUL　 武　陽子 氏 （南支部）・プティジョリーシリーズ

・amatubu（あまつぶ）羽織 宮田織物㈱　 吉開  ひとみ 氏（福友支部）

・文字が浮き出る木目表示器「LEDボード」
㈱ロクリア　大束  靖浩 氏（北九州支部）

・まちづくり「大分市　新・京が丘」
コンダクト㈱　 和田  克之 氏（北九州支部）

・①博多織のシルクストール『AT』　
 ②ネクタイ『ERIOBI』 ㈱岡野　 山本  裕子 氏（福友支部）

流通部門賞
入　　　賞

50名（出席率　７８.1％）
貞池　龍彦（副代表理事）

出席
議長

2018年11月28日（水）14時30分～17時32分
福岡県中小企業振興センター 202号会議室

日時
会場

e.doyuの文書管理に
（理事会報告-2018年度）
アップしています。
会員の方は閲覧できます。

理事会報告全文

福岡県最低賃金

1時間 814円

1時間 950円

1時間 905円

1時間

1時間 923円

1時間

867円
915円

効力発生日：平成30年10月1日 効力発生日：平成30年12月10日

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、
鋼材製造業
電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、
情報通信機械器具製造業
輸送用機械器具製造業
百貨店、総合スーパー

自動車（新車）小売業

特定最低賃金に該当しない産業は、平成30年10月1日
から改定された福岡県最低賃金（1時間814円）が適用
されます。

最低賃金は正社員のみでなく、パートタイマー・アルバイ
ト・派遣労働者等すべての労働者に適用されます。

詳しくは福岡労働局労働基準部監督課賃金室☎092-411-4578またはお近くの労働基準監督署にお尋ねください。

最低賃金には精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外労働・休日労働等
の割増賃金、賞与、臨時の賃金は算入されません。
月給制の場合は、月給を1箇月平均の所定労働時間で除して金額を比較
してください。
派遣労働者には、派遣先の最低賃金が適用されます。

地域別最低賃金 特定最低賃金

が　　　　　　　　　　から　　　されました 福岡県特定最低賃金福岡県特定最低賃金 改定改定平成30年12月10日平成30年12月10日

　

弊
社
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
会
社
と
し
て
設
立
し

て
39
年
に
な
り
、
業
務
用
の
ア
プ
リ
を
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
開
発
し
て
い
ま
す
。
有
名
な
奉
行
シ
リ

ー
ズ
や
大
臣
シ
リ
ー
ズ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
導

入
支
援
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
不
足
す
る
機
能
を
、

独
自
に
Ｅ
Ｒ
Ｐ
開
発
し
て
提
供
し
た
り
も
し
て
い

ま
す
。
同
友
会
に
入
会
し
て
23
年
に
な
り
、
毎
年

経
営
指
針
書
を
作
成
し
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
仕
上
げ
の
た
め
に
、
全
員
で
合
宿
を
行
っ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
友
会
の
仲
間
の
企
業
と
合
同
で
定
期
勉

強
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
前
回
は
「
働
き
方
改

革
環
境
下
に
お
け
る
よ
り
よ
い
働
き
方
と
は
？
」、

「
顧
客
満
足
（
Ｃ
Ｓ
）
と
社
員
満
足
（
Ｅ
Ｓ
）
は
ど

ち
ら
が
重
要
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
サ
ン
デ
ル
・
倉

本
教
授（
？
）に
よ
る
『
白
熱
教
室
』
を
行
い
ま
し

た
。
社
員
の
発
表
に
対
し
、
す
る
ど
い
突
っ
込
み

で
議
論
が
深
ま
り
ま
す
。

　

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
2
0
1
8
年
4
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

福
岡
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
「
給

食
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
を
防
ぐ
ア
プ
リ
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
の
相
談
が
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
上
、
生

産
管
理
で
の
部
品
展
開
の
手
法
と
メ
ー
ル
通
知
機

能
を
利
用
し
て
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
機
能
は
、
保
護
者
が
事
前
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
子
供
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を

登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
月
間
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー

と
子
ど
も
の
情
報
を
突
き
合
わ
せ
、
該
当
ア
レ
ル

ゲ
ン
が
含
ま
れ
る
お
か
ず
等
を
保
護
者
に
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。

　

い
ま
ま
で
は
、
保
護
者
が
事
前
に
給
食
メ
ニ
ュ

ー
を
入
手
し
、
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
含
ま
れ

る
お
か
ず
等
を
見
つ
け
た
ら
、
安
全
な
お
弁
当
を

持
た
せ
た
り
、
子
ど
も
に
食
べ
な
い
よ
う
に
伝
え

た
り
、
連
絡
帳
に
記
入
し
て
持
た
せ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
間
違
っ
て
食
べ
て
し
ま
う
と
命
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
と
て
も
神
経
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
食

べ
て
は
い
け
な
い
食
物
を
画
面
や
メ
ー
ル
で
確
認

で
き
、
連
絡
帳
も
印
刷
で
き
る
の
で
、
保
護
者
の

負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。
現
在
は
、
福
岡
市
の
小

学
校
向
け
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
他
の

自
治
体
へ
の
導
入
も
薦
め
て
い
ま
す
。

「スマイル給食リンクシステム」を利用した
食べてはいけないものを記入した連絡帳

合同勉強会での「白熱教室」 経営計画発表会の様子

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
親
向
け
の
ア
プ
リ

「
ス
マ
イ
ル
給
食
リ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
」

福岡食物アレルギーネットワーク

▲

http://allergyfood-fukuoka.net/

13 12



1 月 の 　 　行事案内

～相手に合わせた接し方でスムーズなコミュニケーションを～

～働きがい、働きやすさの追求～

博多支部
1月例会

北風と太陽パート2
22 火 18：30～21：00

WITH THE STYLE FUKUOKA ☎092-631-3331

☎092-409-6510

堀口　生郎 氏 四柱推命ナビゲーター亀占幸生　代表者　博多支部
自分がどんな行動特性を持っているか確認してみませんか？人は今までの経験や
社会生活の中で色々なストレスを受け、自分が安心できる行動特性が出来上がり
ます。行動特性を理解することは、人間関係構築にも参考になり、ビジネスを円滑
にするコミニケションスキルの一つです。自分を知り、相手を知ることで、相手への
ストレスを減らしビジネスを円滑に進めましょう。

りょうちく支部
1月例会

知らなきゃ損する！ライバルに一歩差がつく求人票の作り方講座
24 木 15：00～17：00

筑後川温泉　ふくせんか ☎0943-77-3131
松田　剛次 氏 株式会社就面　代表取締役

うきは市浮羽町古川1099-8

倉園　幸治 氏 あじやエンタープライズ株式会社　代表取締役

足立　知弘 氏 いちご会計事務所　所長　中央支部

人材難が今後どんどん加速する中、求人票の書き方次第で得をしたり損をしたり
することがわかります。松田さんの話を聞きながら、求人票もチラシなどと同じよう
に人を集める書き方があるのだと感心しました。大事なのは、仕事を探している人
の立場に立った書き方をすること。講座を受けたあと、求人するのが楽しみになる
と思いますよ。

有明支部
1月例会

地域企業の支援事業
25 金 18:30～21：00

しげちゃん ☎0944-72-7722 大川信用金庫より報告柳川市三橋町下百町30-2

鈴木　哲也 氏 株式会社ヒデトレーディング　代表取締役社長　福博支部

（株）ジャパンエンジニアリングコンサルサービス

22 火 18：30～20：30 国際交流委員会
1月委員会・勉強会

福岡市博多区奈良屋町5-10

新春講演会 新年祝賀会

ビジョンがつくる
我が社の１０年後

～笑う門には福満開～
～経営者は、経営者の中で共に学んで
　　　　実践してこそ経営者として成長する～

日　時

会　場

報告者

1月17日（木）

1月18日（金）

18：30～21：00
都久志会館ホール
福岡市中央区天神4丁目8-10

TEL：092-741-3335

佐藤　全 氏
株式会社ヴィ・クルー　代表取締役
中小企業家同友会全国協議会　
共同求人委員会副委員長／宮城同友会 副代表理事

参加費

　（株）ヴィ・クルーはバスに特化
した整備工場で、板金や塗装以外
にもデザイン及び製品開発、車内
のリニューアルなどを行う東日本
最大規模のバスメンテナンス工場
です。「変わらない会社は生き残
れない」と話す佐藤氏は、「人・車・
地球を元気にするメーカー」、そし
て「バスと言えばヴィ・クルー」と

　現在、業種を問わず人手不足は
深刻で、人材の確保・人材の定着は
企業にとって重要な経営課題では
ないでしょうか。今回の新春講演会
では、毎年、新卒者を採用し続ける
好循環な会社づくり・社員が成長し
続ける組織づくりを実践されている

（株）すこやか工房　代表取締役　
光本　智惠子氏にご報告いただき

　2年にわたって挑戦したゆるキャラグランプリ。大牟田市
が掲げる「一つの成功体験が市民の一体感を醸成し、誇りと
なり、まちを明るく変えていく」様子を自社がNo1になるた
めに何をすべきかに置き換えて考えてみると多くの共通点
が発見でき、No1になるヒントが見えてきます。

2019年

新年祝賀会

40周年記念例会

社員の笑顔・夢が
実現できる組織づくり

日　時

会　場

1月25日（金）
講 　 　 演　18：00～19：45
賀詞交歓会　20：00～21：30

講 　 　 演　無料
賀詞交歓会　6,000円

記 念 講 演　無料
賀詞交歓会　7,000円

のがみプレジデントホテル
飯塚市新立岩12-37

会　場 萃香園ホテル 
久留米市櫛櫛櫛87

TEL：0948-22-3840

TEL：0942-35-5351

　今年度の筑豊地区方針は「社員
の夢が実現できる経営指針書づくり
と実践」です。その中で「労使見解」
は重要な精神ですが、「労使見解」
から学ぶべき点は、第一に経営者の
経営姿勢の確立です。これこそ、
社員との信頼関係を築く出発点にな
ります。第二に、経営指針の成文化
とその全社的実践の重要性です。

2019年

日　時

会　場

報告者

1月17日（木）
記 念 講 演　18：00～
賀詞交換会　20：00～

18：30～22：00

18：00～21：00

ステーションホテル小倉
北九州市小倉北区浅野１丁目１-１
TEL：093-541-7111

鋤柄　修 氏 株式会社エステム  名誉会長

参加費

参加費 講演会参加費：無料

無料

懇親会参加費：4,000円
参加費 5,000円

報告者

2019年

日　時

会　場

1月22日（火）

ホテルニューガイア オームタガーデン
大牟田市旭櫛3丁目3-3
TEL：0944-51-1111

2019年

中小企業家同友会全国協議会 相談役幹事／愛知同友会

報告者 甲斐 茂利 氏 大牟田市　副市長
糸永 一平 氏 大牟田商工会議所　副会頭

報告者 森川  あやこ 氏

森川  あやこ 氏

上田　啓蔵 氏

Ｏｆｆｉｃｅアイム　代表

参加費

日　時

会　場

1月22日（火）18：00～21：00
博多サンヒルズホテル 2階

理念大好き！！理念教育でみんなが輝ける職場づくり

福岡市博多区吉塚本櫛13-55 TEL：092-631-3331

2019年

報告者 上田　啓蔵 氏
西門蒲鉾本店　
代表者

参加費 チケット10,000円　
事前にお買い求めくだ
さい。お問い合わせは
同友会事務局 森元

（玄海支部）

新春講演会

地域の新卒者に
選ばれる会社づくり

ゆるキャラグランプリ
ジャー坊　挑戦の軌跡

日　時 2019年

新春講演会

福岡
地区

筑豊
地区

青年
支部

北九州
地区

久留米
支部

大牟田
支部

光本  智惠子 氏

光本  智惠子 氏

佐藤　全 氏

株式会社すこやか工房　
代表取締役 （東支部）　　

言われるというビジョンを掲げています。経営指針・10年ビ
ジョン、それを実践するうえで企業の成長に不可欠な新卒採
用、そして6次産業を通しての地域づくりについて報告してい
ただきます。

同友会は経営者の道場だ

　「目標となる経営者を見つけろ！」
「ライバルを作れ！」そうすることで
コンサルタントとは違った学びので
きる場が同友会。失敗したときに
相談できる人がたくさんいる、間
違っている時には厳しい指摘がも
らえる、同友会の良さは社外取締
役がたくさんいること。そう語る鋤
柄氏は、創業から現在に至るまで 鋤柄　修 氏

同友会での学びを愚直に一つずつ実践してきた方です。同
友会運動を企業経営にどう生かしていくのか、また同友会を
活性化していくことが自社発展にどう繋がっていくのかをお話
ししていただきます。

第三に、社員をもっとも信頼できるパートナーと考え、高い次
元を重視していることです。第四には、経営を安定的に発展
させるためには、外部経営環境の改善にも労使が力を合わせ
ていこうという事です。特に、経営指針の成文化と実践にお
いて重要なことは、「社員は最も信頼できるパートナーと考え
ること」です。
　今回の新年祝賀会では、経営者・リーダー層からの人気も
高く、『愛されるリーダーのための簡単コミュニケーション術』
なども著作されている森川氏に講演いただき、経営指針の成
文化と実践において重要なことについて学びます。また、新
年にふさわしく参加した人が元気に笑顔に幸せになれる講演
会を目的とします。

（18：30～19：00委員会）

ます。新たな年の始まりに地域の新卒者に選ばれる会社づくり
について語り合いましょう。

（r_morimoto@fukuoka.doyu.jp）
まで

『あすなろ塾』は同友会における経営指針の基礎知識を学習する１日セ
ミナーです。当日は、経営指針の全体像の理解、経営理念の作成を目標
に参加していただきます。※申込期限1月23日（水）です。
■1月24日（木）以降のキャンセルは、キャンセル料をいただきます。
　また、定員に達した場合は早めに締め切ることがございます。
■参加申し込み問い合わせは同友会事務局　
　森元（r_morimoto@fukuoka.doyu.jp）まで

適切な融資の受け方、金融機関との付き合い方等について、報告してい
ただきます。金融機関の方にもご参加いただき、意見交換を行います。

販路拡大、人材不足や人材教育など様々な事を経験する中で、行き着
いた先が経営理念の「みんな大好き」でした。この理念を貫き通した倉
園社長の熱い思いをお聞きください。
■参加費：1,000円（懇親会：4,000円）

1月26日（土） 9:15～18:00
福岡県中小企業振興センター　11階　同友会会議室
福岡市博多区吉塚本町9-15 ☎092-622-0011

あすなろ塾 福岡地区

『あすなろ塾』は同友会における経営指針の基礎知識を学習する１日セ
ミナーです。当日は、経営指針の全体像の理解、経営理念の作成を目標
に参加していただきます。

1月19日（土） 10:15～17:30
だいふく 大牟田市有明町2-1-3 ☎0944-53-3333

あすなろ塾 大牟田会場

1月31日（木） 18：30～21：00

アクア博多Ａ会議室 福岡市博多区中洲５丁目３-８ 3Ｆ☎092-733-1310

女性部・青年部合同例会

2月4日（月） 16：00～19：00
ＴＫＰ博多駅前シティセンター　ホールＡ
福岡市博多区博多駅前3-2-1　日本生命博多駅前ビル８Ｆ

金融機関との勉強会 福岡地区

15 14



　この会の進行は、久岡貴弘さん（タクミク・ＡＴＲ（同）・北九州支部）。独特の『ムチャぶり』で指名
していきました。開会の挨拶は、武内紘さん（㈱新工設計社・ひびき支部）。お酒のエピソードを紹介。
祝辞を、この会の実行委員長の中村高明さん（㈱紀之国屋・のおがた支部）。登山の思い出、口笛
の名人、人遣いの巧妙さをお話しされ、お祝いの詩吟を披露。続いて中同協・幹事長の中山英敬さ
ん（㈱ヒューマンライフ・南支部）。同友会の歴史と理念を教えられ、中小企業憲章に多大なるアド
バイスをいただきましたとお礼を述べました。
　福岡同友会代表理事の田浦通さん（㈱シティーライン・かすや支部）の乾杯で開宴すると、同
友会事務局長の坂田いずみさんと一番若い貴島昇さん（㈱上津役製作所・ひびき支部）、さらに
吉田和美さん・泰子さん夫妻（エコーテクノシステム㈲・ひびき支部）、広報情報化推進本部の
貞池龍彦さん（㈱アビリティ―・キュー・中央支部）の祝福の言葉が続きます。ここで、スライドショー
『私と同友会』が始まりました。まさに福岡同友会と共に歩んだ諸岡さんの貴重な資料が上映されま
した。奥様からのメッセージも紹介。鮫島徳次さん（㈲さめしま・北九州支部）や坂本敏弘さん
（計測検査㈱・北九州支部）のお祝いも続きます。花束の贈呈は、元事務局長の山内清美さんや
三宮京子さんなど女性陣がステージに集結。最後に記念写真、合言葉は全員で『モロジ～』でカシャッ！

一般社団法人  福岡県中小企業家同友会  
「月刊 同友」編集部
〒812-0046　福岡市博多区吉塚本町9番15号
福岡県中小企業振興センタービル11階
ＴＥＬ：092-686-1234　ＦＡＸ：092-686-1230

北九州地区センター
〒802-0001　北九州市小倉北区浅野1-2-39
クルーズ浅野ビル 808号
TEL：093-551-3111　FAX：093-551-3344

県南地区センター
〒830-0038　久留米市西町1367-1
祥栄ビル2階
TEL：0942-33-3355　FAX：0942-33-3366

http://www.fukuoka.doyu.jp/

環境を守るため再生紙を使用しています。

～諸岡昭三郎氏の卒寿を祝う会～
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福岡同友会

武内さん 田浦さん

貞池さん

坂田さん

吉田さんご夫妻

貴島さん

中村さん諸岡さん 新内さん中山さん

投稿／菅原弘（菅原海事事務所）　写真／舩木治（サンフカヤ㈲）

有馬さん

女性陣と記念撮影

Voice会員からの投稿


